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平成２８年 第１回 定例会

田 原 本 町 議 会 会 議 録
平成２８年３月７日

午前１０時０６分 開会

於田原本町議会議場

１，出 席 議 員 （１４名）

１番 牟 田 和 正 君 ２番 阪 東 吉三郎 君

３番 森 井 基 容 君 ４番 安 田 喜代一 君

５番 森 良 子 君 ６番 古 立 憲 昭 君

７番 西 川 六 男 君 ８番 竹 邑 利 文 君

９番 辻 一 夫 君 １０番 吉 田 容 工 君

１１番 植 田 昌 孝 君 １２番 松 本 美也子 君

１３番 小 走 善 秀 君 １４番 吉 川 博 一 君

１，欠 席 議 員 （０名）

１，出席した議会事務局職員

議会事務局長 藤 原 庸 雅 君 議 事 係 長 森 惠 啓 仁 君

１，地方自治法第１２１条の規定により出席した者

町 長 森 章 浩 君 副 町 長 石 本 孝 男 君

総 務 部 長 持 田 尚 顕 君 総 務部 参 事 北 口 尚 吾 君

住民福祉部長 寺 田 元 昭 君 産業建設部長 森 博 康 君

上下水道部長 岡 努 君 秘書広報課長 岡 本 達 史 君
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監 査 委 員 井 上 喜 一 君 教 育委 員 長 田部井 紀美子 君

教 育 長 片 倉 照 彦 君 教 育 部 長 竹 島 基 量 君

選挙管理委員会
会 計 管 理者 奥 山 佳 延 君 北 田 喜 史 君

事 務 局 長

農 業 委 員会
山 内 章 司 君

事 務 局 長

平成２８年田原本町議会第１回定例会議事日程

３月７日（月曜日）

○開 会（午前１０時）

○町長招集挨拶

○会期の決定

○会議録署名議員の選出

○現金出納検査の結果報告

○報 第１号 町長の専決事項の指定についての報告

○休 憩（日程の説明）

○同 第１号 田原本町政治倫理審査会の委員の委嘱につき議会の同意を求めること

について

・提案理由の説明

・採決

○同 第２号 教育委員会の委員の任命につき議会の同意を求めることについて

・提案理由の説明

・採決

○選 第１号 奈良県広域消防組合議会議員の選出について

○発議案の一括上程（発議第２号より発議第４号までの３議案について）

・趣旨説明

・質疑

・討論

・採決
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○議案の一括上程（報第２号より議第２７号までの２９議案について）

○町長より提案理由の説明

○予算審査特別委員会の設置について

○予算審査特別委員会の委員選任について

○上程議案の委員会付託について

○散 会

本日会議に付した事件

議事日程に同じ

○議席の指定及び一部変更について

○牟田議員の議会常任委員会及び特別委員会の委員選任について

○発議第１号 軽減税率の円滑な導入に向け事業者支援の強化などを求める意見書取

り下げの件
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午前１０時０６分 開会

○議長（辻 一夫君） ただいまの出席議員数は１４名で定足数に達しております。

よって、議会は成立いたしました。

これより平成２８年田原本町議会第１回定例会を開会し、直ちに会議を開きます。

町 長 招 集 挨 拶

○議長（辻 一夫君） 町長より定例会招集についての挨拶を受けることにいたしま

す。町長。

（町長 森 章浩君 登壇）

○町長（森 章浩君） 議長のお許しをいただきまして、平成２８年田原本町議会第

１回定例会の開会に際しまして、一言ご挨拶を申し上げます。

議員各位におかれましては、常日頃から町政発展のため多大なご支援、ご協力を

賜っておりますことを厚く御礼申し上げます。また、公私何かとご多用の中ご出席

をいただき、今期定例会を開会でき得ましたことに重ねて厚く御礼を申し上げる次

第でございます。

私事で恐縮ではございますが、この場をおかりし、一言就任のご挨拶を申し上げ

ます。

このたびの町長選挙におきまして、各方面の力強いご支援を賜り町政を担当させ

ていただくことになりました。町長としての使命と責任を果たすべく、全身全霊で

その期待に応えてまいりたいと決意を新たにしているところでございます。

私は、「新しい田原本の３つの未来」をつくり上げたいと常々申し上げておりま

す。「子育てしやすい未来」、「住み続けたい未来」、「安心して暮らせる未来」、

この未来を創るための新しい活力の循環を生み出すのが私の役目と自負しておりま

す。

１つ目、「子育てしやすい未来」は、町に明るさを創り出す子どもたちを育てや

すい環境整備です。就学前教育環境は子育て世代の重要な位置づけであり、幼稚園

・保育園の区別ではなく、就学前という視点での取り組みを始める所存です。また、

長年の課題であった中学校給食の早期実施、医療費の拡充と子育て世代が抱える課

題に取り組みたいと考えております。
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２つ目、「住み続けたい未来」では、働く・学ぶ・消費できる環境と商、工、農

業を通しての田原本ブランドの構築の推進を図りたいと考えています。田原本は近

隣６市町に隣接する数少ない町であります。アクセスの便もよく、県内のみならず

大阪への通勤・通学には非常に便利であります。だからこそ、周辺からも来ていた

だける要素を見つければ、利便性を活かし、更なる発展とブランドの構築が可能で

あると考えます。

３つ目、「安心して暮らせる未来」は、高齢者の方の生きがい創出、居場所づく

り、生活基盤の拡充を試み、健康寿命を延伸したいと考えます。教育現場での活躍

の場所、子どもたちと触れ合う場所など世代間を越えた交流を試みます。大震災へ

の備えや防災意識の確立、自治会を中心とした地域コミュニティーの構築は、相互

扶助の集大成であります。安心して暮らせる田原本を創りたいと考えます。

現在の田原本には課題が山積しております。一つずつ丁寧に取り組み、限られた

財源の中で、１０年後の未来を町民の皆様が語れる田原本を実現したいと考えます。

そして本年、田原本は町政６０周年を迎えます。これを機に皆様と共に田原本の６

０年の文化を学ぶことで、田原本の持つ魅力を再発見し、この町に住んでいて良か

った、この町で働いていて良かった、この町に生まれて良かったと思える取り組み

を実施したいと考えます。

以上、これからの４年間の町政運営に対する所信の一端を申し上げさせていただ

きました。

必ずしも町政全般を網羅したものではございません。不十分な点も多分にござい

ます。町民の皆様、そして町議会の皆様のお声を十分お伺いし、精一杯努力してま

いりますので、議員各位には、なお一層のご支援、ご協力をお願い申し上げます。

終わりに、私にとりましての初めての議会となりました今期定例会におきまして、

平成２８年度の各会計予算案をはじめ２９議案の重要案件につきましてご審議を賜

るわけでございますが、何とぞよろしくお願いを申し上げ、開会のご挨拶とさせて

いただきます。

どうかよろしくお願いいたします。
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議席の指定及び一部変更について

○議長（辻 一夫君） さきの田原本町議会議員補欠選挙により牟田和正君が新たに

当選されましたので、会議規則第４条第２項及び第３項の規定により、議席の指定

及び一部変更を行ないます。

今回当選されました牟田議員の議席は１番に指定いたします。それに関し、議席

１４番までについては、今着席いただいておりますとおり議席の変更をいたします

ので、よろしくお願いいたします。

牟田議員の議会常任委員会及び特別委員会の委員選任について

○議長（辻 一夫君） 続きまして、牟田議員の議会常任委員会及び特別委員会の委

員選任についてを議題といたします。

お諮りいたします。議会常任委員会及び特別委員会の委員選任の方法については

委員会条例第８条第１項及び第４項の規定に基づき、議長より指名することにご異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（辻 一夫君） ご異議なしと認めます。それでは議長より指名することにい

たします。

常任委員会については厚生建設委員会、特別委員会については唐古鍵遺跡整備検

討特別委員会の委員に指名いたします。

会 期 の 決 定

○議長（辻 一夫君） 会期の件についてお諮りいたします。本定例会の会期は、本

日から１７日までの１１日間といたしたいと思いますが、これにご異議ございませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（辻 一夫君） ご異議なしと認めます。よって、会期は１７日までの１１日

間と決定いたしました。



1－7

会議録署名議員の選出

○議長（辻 一夫君） お諮りいたします。会議録署名議員の選出については、会議

規則第１２６条の規定により、議長より指名することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（辻 一夫君） ご異議なしと認めます。よって、議長より指名いたします。

４番、安田議員、５番、森議員、６番、古立議員、以上３名の方にお願いいたしま

す。

現金出納検査の結果報告

○議長（辻 一夫君） 報告事項を求めます。

現金出納検査の結果について、代表監査委員。

（監査委員 井上喜一君 登壇）

○監査委員（井上喜一君） 議長のご指名によりまして、去る平成２７年１２月２５

日、同２８年１月２５日及び２月２６日に実施をいたしました現金出納検査の結果

をご報告いたします。

一般会計及び各特別会計に属します平成２７年１１月３０日、１２月３１日並び

に平成２８年１月３１日現在の出納状況について現金出納検査を実施いたしました。

検査日現在の現金残高は、町指定金融機関保有の現金残高及び各金融機関の預金

残高の合計と歳入歳出簿現金残高とが符合をいたし、関係法令を遵守の上、的確に

処理されていたことをご報告申し上げます。

以上であります。

報第１号 町長の専決事項の指定についての報告

○議長（辻 一夫君） 続きまして、報第１号、町長の専決事項の指定についての報

告をいたします。

地方自治法第１８０条第１項の規定により専決処分されましたのは、変更契約２

件であります。なお、既に招集通知と共に専決処分書を配付いたしておりますので、

ご清覧おきお願い申し上げます。

本日、６番、古立議員から提出された発議第１号、軽減税率の円滑な導入に向け
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事業者支援の強化などを求める意見書について、取り下げしたいとの申し出があり

ます。

よって、発議第１号、軽減税率の円滑な導入に向け事業者支援の強化などを求め

る意見書取り下げの件を日程に追加し、直ちに議題といたしたいと思いますが、ご

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（辻 一夫君） ご異議なしと認めます。発議第１号、軽減税率の円滑な導入

に向け事業者支援の強化などを求める意見書取り下げの件を議題といたします。

発議第１号 軽減税率の円滑な導入に向け事業者支援の強化

などを求める意見書取り下げの件

○議長（辻 一夫君） 提出者から取り下げの理由の説明を求めます。６番、古立議

員。

○６番（古立憲昭君） 既に提出いたしました意見書ですけども、この軽減税率の円

滑な導入に向け事業者支援の強化などを求める意見書でございますが、今回の平成

２７年度補正予算におきまして、この意見書で要請しておりましたいろいろなこと

が、ほぼ平成２７年度補正予算で取り組まれましたので、これ以上しても意味がな

いという意味で取り下げさせていただくことになりましたので、どうかご理解よろ

しくお願いいたします。

○議長（辻 一夫君） お諮りいたします。ただいま議題となっております発議第１

号、軽減税率の円滑な導入に向け事業者支援の強化などを求める意見書取り下げの

件を許可することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ声あり）

○議長（辻 一夫君） ご異議なしと認めます。よって、発議第１号、軽減税率の円

滑な導入に向け事業者支援の強化などを求める意見書取り下げの件を許可すること

に決定いたしました。

日程の説明の間、暫時休憩いたします。

（監査委員 井上喜一君 退席）

午前１０時１８分 休憩
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午前１０時２０分 再開

○議長（辻 一夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

日程に入ります。

同第１号 田原本町政治倫理審査会の委員の委嘱につき議会

の同意を求めることについて

○議長（辻 一夫君） 同第１号、田原本町政治倫理審査会の委員の委嘱につき議会

の同意を求めることについてを議題といたします。

事務局長に議案の朗読をさせます。

○議会事務局長（藤原庸雅君） それでは朗読いたします。

同 第１号

田原本町政治倫理審査会の委員の委嘱につき議会の同意を求めることについて

次の者を田原本町政治倫理審査会の委員に委嘱したいので、田原本町政治倫理条

例（平成１１年１２月田原本町条例第２５号）第５条第３項の規定により議会の同

意を求める。

平成２８年３月７日提出

田原本町長 森 章 浩

住 所 滋賀県長浜市南田附町２９２番地の３

氏 名 高津 融男
た か つ よ し お

生年月日 昭和３７年４月２２日

住 所 奈良市登美ヶ丘３丁目１２番２号

氏 名 川﨑 祥記
かわさき よしのり

生年月日 昭和２５年１月２７日

住 所 田原本町大字阪手６８５番地の８

氏 名 北浦佐多子
きたうら さ た こ

生年月日 昭和１８年２月７日
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住 所 田原本町大字佐味６４３番地の２

氏 名 山田 至完
や ま だ よしさだ

生年月日 昭和２４年６月２２日

住 所 田原本町大字阪手６８５番地の１５

氏 名 井上 喜一
いのうえ よしかず

生年月日 昭和２２年４月６日

住 所 田原本町大字味間３４９番地

氏 名 米田 正子
よ ね だ ま さ こ

生年月日 昭和２３年１０月２０日

住 所 田原本町１６８番地の１

氏 名 上田 善康
う え だ よしやす

生年月日 昭和２３年５月５日

以上でございます。

○議長（辻 一夫君） 町長より提案理由の説明を受けます。町長。

（町長 森 章浩君 登壇）

○町長（森 章浩君） 議長のご指名によりまして、同第１号、田原本町政治倫理審

査会の委員の委嘱につき議会の同意を求めることにつきましてご説明申し上げます。

本案は、田原本町政治倫理審査会の委員の任期満了に伴いますもので、滋賀県長

浜市南田附町２９２番地の３、高津融男氏、昭和３７年４月２２日生まれ。奈良市

登美ヶ丘３丁目１２番２号、川﨑祥記氏、昭和２５年１月２７日生まれ。田原本町

大字阪手６８５番地の８、北浦佐多子氏、昭和１８年２月７日生まれ。田原本町大

字佐味６４３番地の２、山田至完氏、昭和２４年６月２２日生まれ。田原本町大字

阪手６８５番地の１５、井上喜一氏、昭和２２年４月６日生まれ。田原本町大字味

間３４９番地、米田正子氏、昭和２３年１０月２０日生まれ。田原本町１６８番地

の１、上田善康氏、昭和２３年５月５日生まれを、適任者として委嘱いたしたく、
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田原本町政治倫理条例第５条第３項の規定によりまして、議会の同意を求めるもの

でございます。

議員各位におかれましては、ご同意を賜りますようよろしくお願いを申し上げま

して、提案理由の説明とさせていただきます。

ありがとうございました。

○議長（辻 一夫君） ただいま町長より説明のありました田原本町政治倫理審査会

の委員の委嘱につき議会の同意を求めることについては、提案どおり同意すること

にご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（辻 一夫君） ご異議なしと認めます。よって、同第１号、田原本町政治倫

理審査会の委員の委嘱につき議会の同意を求めることについては、高津融男君、川

﨑祥記君、北浦佐多子君、山田至完君、井上喜一君、米田正子君、上田善康君に同

意することに決しました。

暫時休憩いたします。

（監査委員 井上喜一君 着席）

午前１０時２４分 休憩

午前１０時２５分 再開

○議長（辻 一夫君） 再開いたします。

同第２号 教育委員会の委員の任命につき議会の同意を求めることについて

○議長（辻 一夫君） 同第２号、教育委員会の委員の任命につき議会の同意を求め

ることについてを議題といたします。

事務局長に議案の朗読をさせます。

○議会事務局長（藤原庸雅君） それでは朗読いたします。

同 第２号

教育委員会の委員の任命につき議会の同意を求めることについて

次の者を教育委員会の委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律の一部を改正する法律（平成２６年法律第７６号）附則第２条第２項の規
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定によりなお効力を有することとされる同法による改正前の地方教育行政の組織及

び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第４条第１項の規定により、議

会の同意を求める。

平成２８年３月７日提出

田原本町長 森 章 浩

住 所 田原本町大字西竹田１０番地

氏 名 吉川 眞司
よしかわ し ん じ

生年月日 昭和３９年４月２５日

以上でございます。

○議長（辻 一夫君） 町長より提案理由の説明を受けます。町長。

（町長 森 章浩君 登壇）

○町長（森 章浩君） 議長のご指名によりまして、同第２号、教育委員会の委員の

任命につき議会の同意を求めることにつきましてご説明を申し上げます。

本案は、教育委員会の委員の辞職に伴いますもので、田原本町大字西竹田１０番

地、吉川眞司氏、昭和３９年４月２５日生まれを適任者といたしたく、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律附則第２条第２項の規定によ

りなお効力を有することとされる同法による改正前の地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第４条第１項の規定によりまして議会の同意を求めるものでございま

す。

議員各位におかれましては、ご同意を賜りますようよろしくお願いを申し上げま

して、提案理由の説明とさせていただきます。

ありがとうございました。

○議長（辻 一夫君） ただいま町長より説明のありました教育委員会の委員の任命

につき議会の同意を求めることについては、提案どおり同意することにご異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（辻 一夫君） ご異議なしと認めます。よって、同第２号、教育委員会の委

員の任命につき議会の同意を求めることについては、吉川眞司君に同意することに

決しました。
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暫時休憩いたします。

（３番 森井基容君 退席）

午前１０時２８分 休憩

午前１０時２８分 再開

○議長（辻 一夫君） 再開いたします。

選第１号 奈良県広域消防組合議会議員の選出について

○議長（辻 一夫君） 選第１号、奈良県広域消防組合議会議員の選出についてを議

題といたします。

本案は、奈良県広域消防組合規約第５条第１項の規定により、町長と協議し本町

議会議員より１名選出するものであります。

お諮りいたします。選出の方法については、議長より指名することにいたしたい

と思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（辻 一夫君） ご異議なしと認めます。よって、議長より指名することに決

定いたしました。

奈良県広域消防組合議会議員に３番、森井基容議員を指名いたします。

ただいま指名いたしました森井基容議員を奈良県広域消防組合議会議員に選出す

ることにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（辻 一夫君） ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました

森井基容議員を奈良県広域消防組合議会議員に選出することに決定いたしました。

暫時休憩いたします。

（３番 森井基容君 着席）

午前１０時２９分 休憩

午前１０時３０分 再開

○議長（辻 一夫君） 再開いたします。
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発議案の一括上程（発議第２号より発議第４号までの３議案について）

○議長（辻 一夫君） 続きまして、発議第２号、若者も高齢者も安心できる年金制

度の実現を求める意見書から発議第４号、軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と

予防及びその危険性や予後の相談可能な窓口などの設置を求める意見書の３議案を

議題といたします。

お諮りいたします。発議第２号、若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求

める意見書から発議第４号、軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防及びその

危険性や予後の相談可能な窓口などの設置を求める意見書の３議案については、会

議規則第３７条の規定により、この際一括上程いたしたいと思いますが、これにご

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（辻 一夫君） ご異議なしと認めます。よって、発議第２号から発議第４号

の３議案については一括議題といたします。

お諮りいたします。本議案につきましては、既に招集通知と共に配付をいたして

おりますので、この際議案の朗読を省略いたしまして各々の提出者より趣旨説明を

求めたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（辻 一夫君） ご異議なしと認めます。よって、朗読を省略いたします。

それでは順次提出者より趣旨説明を求めます。

発議第２号から第４号について、１０番、吉田議員。

（１０番 吉田容工君 登壇）

○１０番（吉田容工君） それでは、まず最初に発議第２号、若者も高齢者も安心で

きる年金制度の実現を求める意見書について説明をさせていただきます。

平成１６年年金制度改革でマクロ経済スライド制度が導入されました。デフレ時

にはマクロ経済スライドは発動されないので、この１０年間発動されず、昨年初め

て発動されました。その内容は物価が２．７％も上がったにもかかわらず、０．９

％しか年金は上がりませんでした。その影響は大きく、生活の見直しをせざるを得

ませんでした。
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厚生労働省は平成２６年度財政検証の結果を公表しています。それによると、平

成５６年度、今からほぼ３０年後に夫婦が受け取る年金額は、物価が平均２％も上

がった場合でも月額３０万円。物価が０．６％上がった場合は、夫婦２人で月額２

０万円になるというものでした。しかも、これで確定ではなく、今後デフレ時でも

マクロ経済スライドを実施する。また、マクロ経済スライドで吸収し得なかった分

を翌年度へ持ち越すキャリーオーバー制を導入しようとする動きもあります。

現役世代は働けば収入を増やせるという判断もできますが、年金生活に入ると、

運用できる財産があれば別ですが、普通は年金の範囲での生活しかありません。今

でも十分でない年金額が制度として引き下げられると生活が成り立たなくなります。

マクロ経済スライドを廃止し、生活費を保証する最低保証年金制度を導入し、年金

生活者、これから年金生活に入る方々、年をとっても年金がもらえる、若者が安心

できる年金制度を実現することを国に要請するものです。

これは全国年金者組合からの要請もあって提出させていただきました。ぜひ議員

の皆さんがご賛同いただきますよう、よろしくお願いいたします。

続きまして、発議第３号、ＴＰＰ協定を批准しないことを求める意見書の説明を

させていただきます。

環太平洋連携協定（ＴＰＰ）は過去最悪の農業破壊協定です。政府が守るとして

きた農産物１４品目、米、麦、牛・豚肉、乳製品、砂糖の３割で、それ以外の品目

では９８％関税を撤廃します。国会決議が関税交渉の対象にしないよう求めた重要

農産物に手をつけたことは、明らかな国会決議違反です。政府は関税割当やセーフ

ガードも駆使して関税を撤廃しない例外を確保したと強弁しています。しかし、公

表されている条文を検討すると、政府の言い分が全く成り立たないどころか、最悪

の協定もまだ中間点で、関税を撤廃するレールが敷かれていることが分かります。

その１つは、関税撤廃の例外や再協議の規定がありません。ＴＰＰ発効後、７年

経つとアメリカ、オーストラリア、ニュージーランド、カナダ、チリからの要請に

基づいて、日本は輸入を増やすための協議に応じなければならないとなっています。

２つ目は、農産物の貿易を促進するために、特別に農業貿易に関する小委員会が

設置されます。

更に３つ目として、農業貿易に関する小委員会のもとに現代バイオテクノロジー
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生産品作業部会が設置され、遺伝子組み換え農産物の貿易を促進させられます。そ

の結果、遺伝子組み換え食品の表示義務や作付規制の廃止が進められます。

４つ目に、輸入急増時に一時的に関税を引き上げるセーフガードの発動を禁止さ

れます。

政府は、国会決議に反して重要農産物の関税に手をつけただけでなく、関税撤廃

の例外を確保したとごまかして、関税ゼロへのレールを敷かれたＴＰＰに署名しま

した。ＴＰＰによる関税撤廃で日本農業の受ける打撃は計り知れません。遺伝子組

み換えトウモロコシの花粉をまぶした餌を与えたチョウチョの幼虫が４４％も死滅

したという報告があります。遺伝子組み換え食品が安全であるとする信頼できる実

験結果は、いまだ示されていません。今でも輸入食品がほぼ無検査で入ってきて食

品の安全性が心配されています。また、既に遺伝子組み換えコーンがでん粉や糖分

としてお菓子などの原材料に大量に使われています。

３年続きの米価下落で困惑している農家にとって致命的な打撃を与えるＴＰＰ、

食糧自給率を低下させ、食の安全を破壊するＴＰＰ批准に反対の声を政府に届ける

ことは、弥生時代から農業を大切に育ててきた本町の役割ではないでしょうか。議

員の皆さんの賛同をお願いいたします。

続きまして、発議第４号、軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防及びその

危険性や予後の相談可能な窓口の設置を求める意見書についての趣旨説明をします。

脳しんとうは脳が激しく揺り動かされて起きる外傷性脳損傷の一種です。ボクシ

ング、柔道などの格闘技やサッカー、ラグビーなどの接触の多いスポーツのほか、

フィギュアスケートの衝突事故などでも起きることがあります。多くの場合は頭部

への衝撃が原因となりますが、鞭打ち症のように頭部が直接衝撃を受けていない場

合に起きることもあります。脳しんとうの程度が重いときは障害が残ったり、命に

かかわったりすることもあります。さらに体に及ぼされる影響は一過性のものとは

限らないことが分かっています。脳しんとうは成人だけではなく学校の体育の授業

や部活動など、子どもの教育現場でもたびたび起きます。むしろ子どものほうが脳

しんとうになりやすく、回復にも時間がかかり、記憶障害や命の危険性のリスクが

高いと言われています。

日本のプロスポーツや教育の現場では、脳しんとうが起きても安静にすることが
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守られていない場面が見受けられます。試合や練習にすぐに復帰することを「根性

がある」として、賞賛する風潮が今もなお残ります。脳しんとうの危険性について

理解し、正しく対処することがプロ、アマを問わず望まれるところです。

少しご紹介しますが、これが「ポケットＳＣＡＴ２」というものです。

（「ポケットＳＣＡＴ２」を壇上より示す）

どんなことが書いてあるかと言いますと、「以下の症状や全身的な兆候、脳機能

の障害、異常行動のどれか１つでもあるときには脳しんとうを疑うべきである」と

して、チェック項目、更には記憶力、「ここはどこですか」、「今は前半、後半ど

ちらですか」というようなことを聞く、これがポケットＳＣＡＴというものです。

こういうものを常時レフリーや試合関係者が持ってその場で対応すると。そういう

制度にしてほしいというのが今回の意見書です。

教育機関等で頭部に衝撃を受けたと推察される事案が発生した場合の対応等の周

知徹底をすること、専門医による診断と検査を受ける体制を整備すること、重大事

故が繰り返し発生しないよう防止対策をとる体制を整備すること、これを国に要請

するものです。

これは軽度外傷性脳損傷仲間の会、全国柔道事故被害者の会等からの要請に基づ

いて提案させていただきました。

ぜひ議員の皆さんにご賛同をいただいて意見書を提出させていただきますよう、

ご協力よろしくお願いします。

○議長（辻 一夫君） ただいまの各々の趣旨説明に対し質疑を許します。

まず発議第２号、若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める意見書につ

いて質疑ございませんか。６番、古立議員。

○６番（古立憲昭君） この意見書でちょっとお聞きしたいのですけれども、マクロ

経済スライドを廃止することによって、物価が上がろうが、賃金が上がろうが、年

金を少しでも増やしていただこうということはなくなるわけですか、これ１つと。

それと全額国庫負担の最低保証年金制度、これは民主党のときも言ってたのです

けども、民主党との違いがあるのですか。その２つをお聞きしたい。

○議長（辻 一夫君） １０番、吉田議員。

○１０番（吉田容工君） 物価上昇による年金額の上昇は、これから考慮されていく
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と思っています。私どもは物価上昇等があった場合に上昇を抑える、さらに上昇し

た時も前年の繰り越し分を補てんするというような、年金を下げる方向での役割の

ためのマクロ経済スライド、これを廃止していただきたいというところです。

ですから、年金を物価が上がったときにどう上げるとか、そういうことはまた次

の話になると思います。年金からは天引きされるものがありますし、受取額はどん

どん減っていっていますので、その点では生活を保証するための年金にしてほしい

と。どういう形で物価上昇するかというのは、今この意見書では問うていません。

それと、最低保証年金制度というのはどういうものかというのは、今回は全然打

ち出していませんし、最低限これだけは出せるという政府の保証制度をつくってほ

しいということですので、民主党がどう言っていた、共産党がどう言っていたとい

う問題ではなくて、本当に国としてそういう役割を果たしてほしいという思いの要

請です。

○議長（辻 一夫君） ６番、古立議員。

○６番（古立憲昭君） マクロ経済スライドの件なのですけれども、これはやはり年

金を上げるとか下げるとか、そういう問題もあるのですけど、もう一つは持続的に

長くしていこうと。納める人が少なくなってきても、それから受け取る期間が長く

なってもマクロスライドを活用して年金を存続していこうという形のものだと思う

のです。これを廃止することは、ちょっといかがなものかなと思うのです。

それともう１つは、最低保証年金制度なのですけれども、これ、恐らく民主党の

ときもそうなのですけど、無年金、低年金の方が対象になっていたと思うのです。

無年金というのは納めてない人までもらえるという話なのですけれども。そこら辺

も含まれているのかどうか、ちょっとお聞きしたいと思います。

○議長（辻 一夫君）はい、１０番、吉田議員。

○１０番（吉田容工君） 国がどういう責任を果たすかということからすると、やっ

ぱり国民の皆さんが一般的にいう「健康で文化的な生活」をするための政治を行う

ということでして、その点では、年金生活者の方にそういう生活を保証するという

ことは必要だろうと思うのですね。そのために、どれだけお金が要るかということ

は、政治的な判断ということだろうと思います。よく年金の財政が大きくなったら

という話がありますが、あったらあったでどう対応するかということは考えていか
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ないといけないと思いますけれども、今、残念ながら打ち出されている中身は、先

ほども説明のところで申し上げましたが、現役世代でご主人が働いておられれば、

その方の３０年後には夫婦で２０万円の年金にしましょうというところになってし

まうと。それは年金制度を維持するということで、しょうがないというよりも、生

活できないということになるだろうし、そのときの基礎年金額は２人で１０万円と

いう計算になっています。

今も基礎年金額というのは、国民年金ですけれども、私が議員になる前でしたら

月額７万５，０００円ぐらいの支給額だったのですけれども、今は６万５，０００

円ぐらいに減ってきています。その点では、国民年金で生活されている方は、本当

に今大変です。それをさらに減らそうということになりますので、マクロ経済スラ

イド制度に弊害があって国民の暮らしを脅かすものではないかと私は思っています。

それと最低保証年金制度ですけれども、実際に国民年金をもらっておられても年

金額が少なくて生活保護を受けておられるということが発生しています。その点で

は、国民年金を満額受けていても生活保護になるというのが今の状況ですので、払

っておられない方に、いけないですよというのもあるか分かりませんけれども、事

業所が天引きしながら納めていないというケースもあるわけですので、その点では、

払っていない人は野たれ死にしろということになっても困りますし、生活保護に移

行したらできるじゃないかというよりも、やっぱり年金という形でもらったほうが

本当に気持ちの上で楽だと思いますので、生活保護で最低セーフガードがあります

けれども、やっぱり年金をある程度支給することによって、その人の尊厳も維持で

きるでしょうし、生活もしやすくなると。その点では、最低保証年金制度が必要じ

ゃないかという立場で、どういう制度というのは言っていませんけれども、提案さ

せてもらっております。

○議長（辻 一夫君） ほかにありませんか。

（「ありません」と呼ぶ者あり）

○議長（辻 一夫君） 次に、議第３号、ＴＰＰ協定を批准しないことを求める意見

書について、質疑ありませんか。ありませんか。

（「ありません」と呼ぶ者あり）

○議長（辻 一夫君） 次に、発議第４号、軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と
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予防及びその危険性や予後の相談可能な窓口などの設置を求める意見書について、

質疑ございませんか。

（「ありません」と呼ぶ者あり）

○議長（辻 一夫君） ないようですので、これにて質疑を打ち切ります。

これより討論に入ります。まず原案に反対者の発言を許します。ありませんか。

（「ありません」と呼ぶ者あり）

○議長（辻 一夫君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。５番、森議員。

（５番 森 良子君 登壇）

○５番（森 良子君） それでは、若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求め

る意見書に賛成討論をさせていただきます。

ご承知のように現在は高齢化社会です。その高齢者の生活には住民税、介護保険

料、国民健康保険税などの負担が重くのしかかり、消費税８％増税と物価上昇によ

り、その生活はかつてなく苦しくなっています。しかも、唯一の生活の糧である年

金は特例水準の解消を理由に２０１３年から連続で合計２．５％削減され、昨年４

月にはマクロ経済スライドの発動により、さらに０．９％も削減されました。

政府は社会保障のための消費税と言っていたにもかかわらず、消費税増税分すら

年金に反映させないような仕組みを国会に提出しようとするもので、今後３０年間

にわたってマクロ経済スライドを発動し、物価、賃金の上昇にかかわらず年金を下

げ続けようとしています。これは基礎年金部分が３０％も低下するということであ

り、現役世代も大きな影響を受けることになり、このような年金削減は許せません。

各議員の皆様方のご賛同をよろしくお願いいたします。

次に、ＴＰＰ協定を批准しないことを求める意見書に対する賛成討論をさせてい

ただきます。

ＴＰＰは安倍政権の最重要政策の１つであり、グローバル企業の利潤追及のため

に国境を越えた条件整備を行うものです。条約発効後４年間は、国会に対しても交

渉内容の全容を情報公開してはならないという秘密交渉ルールや、数千ページある

条約文書、成文の日本語版を政府が発表していないという、国民主権の否定という

憲法違反の根本問題があります。

時間的にはまだ余裕があります。国内対策の議論の前に、国会と国民の間で徹底
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的に議論する必要があり、それを保障すべきです。どうかこの意見書に議員の皆様

方のご賛同をよろしくお願いいたします。

次に、軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防及びその危険性や予後の相談

可能な窓口などの設置を求める意見書に賛成討論をさせていただきます。

言うまでもなく脳は人間にとって最も重要な部分であります。また、頭の中は外

から見えない部分であるがゆえに、介護、医療などが後手に回ってしまいます。ス

ポーツ、また日常生活においても、また教育現場においても、この４つの対応は大

変重要で必要なことです。

この意見書に各議員の皆様方のご賛同をよろしくお願いいたします。

○議長（辻 一夫君） ほかにありませんか。

（「ありません」と呼ぶ者あり）

○議長（辻 一夫君） ないようですので、これにて討論を打ち切ります。

まず、発議第２号、若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める意見書を

採決いたします。本案を原案どおり決することに賛成諸君の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○議長（辻 一夫君） 賛成少数と認めます。よって、本議案は否決されました。

続きまして、発議第３号、ＴＰＰ協定を批准しないことを求める意見書を採決い

たします。本案を原案どおり決することに賛成諸君の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○議長（辻 一夫君） 賛成少数と認めます。よって、本議案は否決されました。

続きまして、発議第４号、軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防及びその

危険性や予後の相談可能な窓口などの設置を求める意見書を採決いたします。本案

を原案どおり決することに賛成諸君の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○議長（辻 一夫君） 賛成多数と認めます。よって、本議案は原案どおり可決され

ました。

議案の一括上程（報第２号より議第２７号までの２９議案について）

○議長（辻 一夫君） 続きまして、報第２号、平成２７年度田原本町一般会計補正
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予算（第５号）の専決処分の報告より、議第２７号、田原本町消防団員等公務災害

補償条例の一部を改正する条例までの２９議案については、会議規則第３７条の規

定により、この際一括上程いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（辻 一夫君） ご異議なしと認めます。よって、報第２号より議第２７号ま

での２９議案につきましては一括議題といたします。

お諮りいたします。本議案につきましては、既に招集通知と共に配付をいたして

おりますので、議員各位におかれましては、熟読を願っている関係上、この際議案

の朗読を省略いたしまして、町長より提案理由の説明を求めたいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（辻 一夫君） ご異議なしと認めます。よって、朗読を省略いたします。

町長より提案理由の説明を求めます。町長。

（町長 森 章浩君 登壇）

○町長（森 章浩君） 平成２８年、田原本町議会第１回定例会に提案いたしました、

平成２８年度各会計予算案をはじめ、重要案件のご審議をお願いするに当たりまし

て、新年度における施策の概要につきましてご説明を申し上げます。

我が国の経済は、雇用・所得環境の改善傾向が続く中で、原油価格下落の影響や

各種政策の効果もあって、緩やかな回復に向かうことが期待されるところでありま

すが、いまだに地方への波及は実感できない状況でございます。

平成２８年度の国における地方財政への対応としましては、地方の重点課題であ

る高齢者支援や自治体情報システム改革、地方創生等に取り組みつつ、安定的に財

政運営を行うことができるように、地方交付税などの一般財源総額については、平

成２７年度を０．１兆円上回る額を確保するとされたところでございます。

このような情勢の中、本町の新年度一般会計歳入見通しについては、町税収入は

固定資産税で新築家屋建築による増収などにより前年度当初予算対比、約２，７０

０万円、０．８％の増を見込み、地方消費税交付金は、前年度当初予算対比、約６，

３００万円、１３．９％の増を、地方交付税については、前年度当初予算対比、１

億５００万円、３．８％の増を、臨時財政対策債は、前年度当初予算に比べ、１，
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７００万円、３．５％の減をそれぞれ見込んだところでございます。

これらの要因により、歳入一般財源は約８０億４，０００万円、前年度に比べ、

約８，０００万円、１．０％の増を見込んだところでございます。

また歳出では、今年度に続き唐古・鍵遺跡史跡公園整備、交流促進施設（道の駅）

や、ごみ処理施設の広域建設など取り組むべき経費の増が見込まれ、加えて少子高

齢化、障害者対策などの社会保障関係費が増加するなど多くの財政需要が見込まれ

るところでございます。

このような財政環境の中で編成をいたしました新年度予算案でありますが、基本

的な考え方といたしまして、住民が安心・安全に暮らすことのできるように魅力あ

る「まち」に向けた第３次総合計画の最終年でもあり、目標の実現に向けた取り組

みを着実に推進することとし、必要性、緊急性を十分に精査した上で予算編成を行

ったところでございます。

また、本年は現在の田原本町が誕生し６０年を迎える年でもあり、更なる町の発

展と住民生活の向上を目指し、住民の皆様の協力のもと取り組んでまいりたいと考

えており、議員の皆様、また住民の皆様のご理解とご協力を賜りたいと存じます。

それでは、平成２８年度予算案の大要につきましてご説明申し上げます。

予算規模は、一般会計予算が前年度当初予算対比、３．４％減の１２７億６，１

００万円でございます。

特別会計につきましては、国民健康保険特別会計が、０．８％増の３９億５，０

４２万３，０００円、住宅新築資金等貸付事業特別会計が、６８．３％の減の４８

万円、公共下水道事業特別会計が、２１．４％減の１４億７，２６６万２，０００

円、後期高齢者医療特別会計が、８．３％増の４億２，５２４万１，０００円、介

護保険特別会計が、６．６％増の２６億４，０２４万６，０００円、磯城郡介護認

定審査会共同設置特別会計が、２．０％減の１，４９５万６，０００円でございま

す。

水道事業会計につきましては、収益的勘定が０．７％増の８億９，２５０万２，

０００円、資本的勘定は１８．５％減の３億２，６０２万１，０００円でございま

す。

各会計を合わせました総額は、前年度当初予算比較で６億９，７００万６，００
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０円、３．０％の減となる２２４億８，３５３万１，０００円であります。

次に、新年度の重点事業の主なものにつきまして、第３次総合計画の施策分野ご

とにご説明を申し上げます。

まず、１つ目の施策である「共に幸せを感じられるまちづくり」では、子どもを

はじめ高齢者や障害のある人が共に安心して暮らせる福祉のまちづくりと、生涯を

通じた健康づくりを推進してまいります。

まず、本町の未来を担う子どもたちの更なる健康の保持と子育て環境の充実を図

るため、本年８月から、小・中学生の通院に係る子ども医療費の助成を新たに実施

してまいります。

次に、子育て支援でございますが、昨年度策定いたしました「子ども・子育て支

援事業計画」に基づき、子育て支援の充実に努めてまいります。

また、保育所につきましては、通常保育のほか多様な保育ニーズに対応するため、

引き続き一時預かり事業、延長保育や病後児保育事業などを実施してまいります。

次に、学童保育につきましては、平成２７年度から小学生すべてが対象となり、

現在９教室において実施しており、適切な遊びと生活の場を提供してまいります。

また、地域子育て支援の拠点としては、主に０歳から３歳までの乳幼児の子育て

と、親子交流の場となる「すこやかひろば」を引き続き運営してまいります。

次に、地域福祉の推進につきましては、田原本町社会福祉協議会や関係機関との

連携により必要な体制づくりを進めるため必要な予算措置を講じました。

また、消費税率引き上げに対する低所得者への影響を緩和するための簡素な給付

措置及び低所得者の年金受給者等支援臨時福祉給付金を支給されるもので、給付に

関しましては適正に実施してまいります。

次に、高齢者福祉施策と介護保険事業の一体的な取り組みを進めるため、在宅医

療・介護連携体制の確立に取り組んでまいると共に、今年度より新たに要介護者の

方に対し２４時間での定期巡回訪問サービスを実施するなど地域包括ケア体制の充

実をより一層図ってまいります。

次に、障害者施策につきましては、平成２８年度に第３次障害者計画を策定し、

障害のある方々が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、障害福祉サービスの

充実を図ってまいります。
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続いて、母子保健事業につきましては、育児不安の軽減、疾病及び児童虐待につ

ながるおそれのある家庭を早期発見するために、乳児家庭全戸訪問指導及び乳幼児

健康診査等に引き続き取り組み、妊婦健康診査費用についても助成を続けてまいり

ます。

本年度から実施しています不妊に悩む夫婦に対しての特定不妊治療費助成を、引

き続き実施してまいります。

また、がん検診の受診を促進するため、一定年齢の方を対象に、大腸がん検診及

び子宮頸がん、乳がん検診の無料クーポン事業を実施してまいります。

さらに、予防接種につきましては、定期接種以外の高齢者インフルエンザ予防接

種等についても助成を継続してまいります。

昨年度策定いたしました第２次健康たわらもと２１計画及び第２次食育推進計画

に基づき、町民の健康づくりに取り組んでまいります。

次に、国民健康保険事業につきましては、国民皆保険の基礎として、国民健康保

険の安定的な運営に努めているところでございます。

なお、平成３０年度からは、県が市町村と共に国保の運営を担い、財政運営の責

任主体となって国保運営の中心的な役割を果たし、市町村は地域住民と身近な関係

の中で、地域におけるきめ細かい事業を実施していくこととなりますので、本町と

いたしましても、国・県の動向を注視しながら情報収集に努めてまいりたいと考え

ております。

また、被保険者の健康の保持と医療費の適正化に向け、引き続き特定健診の受診

勧奨や人間ドック、脳ドックの受診費用の助成など、保健事業の推進を図ってまい

ります。

後期高齢者医療保険事業につきましては、新年度から２年間の医療給付費等の状

況を踏まえ保険料率の改正が行われました。今後も広域連合と連携し、積極的に制

度の周知に努めますと共に、広域連合の委託を受けた健康診査や重症化予防事業を

実施し、高齢者の健康維持に取り組んでまいります。

続きまして、総合計画の２つ目の施策である「人が活きいきと輝くまなびのまち

づくり」では、学校教育の充実を図ると共に、生涯学習による人づくり・まちづく

りを推進いたします。
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学校教育につきましては、「感謝の心で活きいきあいさつ、自ら学び心豊かにた

くましく生きる子ども」の育成を指導の重点として、組織的で計画的な取り組みを

進め、子どもたち一人ひとりの個性を生かし、個に応じたきめ細やかな教育実践を

積み重ね、「子どもたちの学ぶ意欲を高め、魅力と活力ある幼稚園・学校づくり」

を基本に捉えて取り組んでまいります。

まず、義務教育の入り口である幼児教育から小学校教育へ円滑に移行ができるよ

う、小学校の第１学年において３０人を基準とする少人数学級編制を引き続き実施

してまいります。

いじめや不登校については、各小・中学校に、「いじめ不登校対策・特別支援教

育支援員」を継続して配置し、一人ひとりの子どもに向き合う環境を整えます。ま

た、増加傾向にある支援を要する児童・生徒に対応するため、学校支援員を増員し

適切な指導と支援の更なる充実を図ってまいります。

次に、学校施設の耐震化については、平成１８年度から計画的に施工してまいり

ました小・中学校の耐震化事業が完了し、今後は幼稚園の園舎について、専門家に

よる軽量鉄骨造の耐震化基本計画を策定し、早期に安全の確保に努めてまいります。

中学校給食につきましては、昨年、教育委員会が設置いたしました「中学校給食

検討委員会」からの答申書を踏まえて策定する基本方針を基に、本町に最も適した

中学校給食の方向性について十分協議し、給食施設建設に向けた基本設計業務に取

り組んでまいります。

また、「学校・幼稚園規模適正化検討委員会」においては、子どもたちがより良

い教育環境の中で効果的な教育が受けられるような小・中学校、幼稚園のあり方に

ついて引き続き検討を行っていただき、教育環境の整備に取り組んでまいりたいと

考えております。

次に、生涯学習につきましては、新年度も住民の自主的な学習意欲を支援するた

め、青垣生涯学習センター・公民館・中央体育館及び図書館等を拠点として、各種

教室や講座を開催して学習機会の拡充に努めてまいります。

文化財の保存につきましては、唐古・鍵考古学ミュージアムを情報発信基地とし

て、本町の魅力ある文化遺産の情報を全国に発信すると共に、引き続き出土品の重

要文化財の指定に向けて、その保全と活用を推進してまいります。
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続きまして、総合計画の３つ目の施策である「都市基盤が充実したまちづくり」

では、総合的な都市基盤の整備を推進し、利便性と安全性に優れた魅力あるまちを

目指してまいります。

まず、唐古・鍵遺跡の史跡公園を活用したまちづくりを推進する交流促進施設

（道の駅）につきましては、発掘調査、実施設計、土地開発公社からの用地の購入、

造成工事などに取り組んでまいります。

田原本駅周辺の整備につきましては、国・県と連携を図りながら、本町の課題や

目指す方向性を明確にし、再開発事業の支援に努めてまいります。

また、駅前の活力を取り戻すため、イベントへの支援など活性化とにぎわいを創

出する取り組みを引き続き行ってまいります。

次に、道路整備事業につきましては、京奈和自動車道の一般部が昨年３月に開通

し、それらの関連する周辺の道路整備を優先課題として取り組み、必要な箇所の道

路改良及び維持に取り組んでまいります。

水道事業につきましては、安全でおいしい水を供給するため老朽化した大口径石

綿セメント管更新に取り組み、今後も経営状況の透明性の向上と健全で効率的な事

業経営を推進してまいります。

下水道事業につきましては、住環境の改善や公衆衛生の向上、また水質保全を図

る上で欠かすことのできない施設であり、計画的に面的整備を進めているところで

あります。

新年度は、公共下水道事業で、１．２３ヘクタール、特定環境保全公共下水道事

業で７．８９ヘクタールの面的整備を図ってまいります。

また、公共下水道事業の地方公営企業法の適用に向けての作業を引き続き進めて

まいります。

次に、安全・安心なまちづくりを推進するため、地震ハザードマップを作成し、

防災意識の向上を図り、引き続き住宅無料相談会の開催をはじめ、耐震診断や既存

木造住宅の耐震改修工事に要する経費の一部について助成をしてまいります。

自主防災組織の防災力向上に寄与するため、防災資機材の購入及び防災訓練に要

する費用につきまして毎年補助すると共に、自主防災組織の結成に向けた働きかけ

を進めてまいります。
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また、災害発生時に迅速に対応するため、防災保管庫への非常食や防災資機材な

どの整備を引き続き行ってまいります。

また、治水対策につきましては、寺川から東側での雨水貯留対策の一環といたし

まして水田貯留「田んぼダム」を２８ヘクタールに拡充し、貯留機能を高める整備

を進めると共に、町内のため池を活用した調整池の整備も進めてまいります。

次に、犯罪抑止などに寄与している防犯灯のＬＥＤ化につきましては、維持管理

費や電気料金の削減が図れると共に、環境への負荷を大幅に軽減するなどの効果が

あることから、平成２８年度・平成２９年度の２カ年で概ね完了できるよう支援し

てまいります。

続きまして、総合計画の４つ目の施策である「快適に生活できるまちづくり」で

は、豊かな自然を活用した公園・緑地の整備と居住環境の向上に努めると共に、や

すらぎのある空間を創出してまいります。

まず、廃棄物の処理と抑制につきましては、一般廃棄物処理基本計画及び災害廃

棄物処理計画を策定し、適正な廃棄物の処理に取り組んでまいります。

また、ごみの減量につきましては、町内で開催されるイベントでの啓発活動を行

ってまいります。

次に、不法投棄対策につきましては、不法投棄頻発場所に一定期間監視カメラを

設置することで不法投棄の抑制に取り組んでまいります。

新たなごみ処理施設の整備でございますが、「やまと広域環境衛生事務組合」に

おきましては、平成２８年度完成に向けて工事が進んでおります。

また、中継施設につきましては、積替えに必要な機材などを調達し、操業の準備

を進めてまいります。

次に、国史跡であります唐古・鍵遺跡の保存と活用のために整備を進めていると

ころで、今年度は唐古池南側の体験学習ゾーンを中心に、広場の造成や、弥生の植

栽など整備をしてまいりました。

新年度は、入口インフォメーションゾーンの遺構展示施設や、復元整備ゾーンの

整備工事に取り組んでまいります。

続きまして、総合計画の５つ目の施策である「活力湧き出る産業振興のまちづく

り」では、地域特性を活かした農業の振興をはじめ、工業基盤、商業基盤の整備及
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び観光資源の有効活用など、活力と賑わいのある豊かな町を目指してまいります。

まず、農業振興に関しましては、農作物の生産振興、ブランド野菜の確立、地産

地消などに積極的に取り組みを行った農業者及び農業団体・生産者組織に対しまし

て、引き続き支援を行ってまいります。

また、担い手となるべき農業者や新規就農者の育成・確保を図り、優良農地を維

持するために必要な事業への取り組みを誘導し、耕作放棄地の解消及び抑制を効率

的に推進してまいります。

次に、農業基盤の強化を図るために、農業用施設の長寿命化対策や地籍調査によ

り境界を確定し、田んぼダムヘの整備促進と農地の集約化に取り組んでまいります。

商工業振興につきましては、地域の産業及び観光の振興を図るため、にぎわいを

創出し、活性化する事業に対し商工会と協働して取り組んでまいります。また、中

心市街地の活性化、空き店舗を活用した新たな事業活動に対する支援、中小企業者

に対する資金融資制度を引き続き実施してまいります。

企業誘致につきましては、本町の産業の基盤強化と持続的な発展のため、県や各

関係機関と連携を図り、積極的に取り組んでおり、企業立地促進条例に基づき工場

を新設等された企業を支援してまいります。

観光振興につきましては、地域社会やひとへの関心を高め、郷土に対する知識や

愛情を育む事業「新春田原本ふるさとかるた大会」、「やすまろさんへのメッセー

ジコンテスト」、「記紀・万葉歴史講座」などを引き続き開催してまいります。

また、優れた歴史・伝統・文化を誇り、豊かな自然や景観が残っている田原本の

観光資源を、県や関係市町村と連携して、広域的に情報発信してまいります。

最後に、総合計画の６つ目の施策である「効率的な計画推進をめざしたまちづく

り」では、住民の主体的な活動と、行政の効率的で計画的な行財政運営の双方が協

働し、町の将来像の実現を目指します。

まず、住民参加につきましては、まちづくりは住民と行政とのパートナーシップ

が基本となることから、引き続き町政への住民参加機会の拡大や広聴・広報活動の

充実に努めてまいります。

また、職員の能力開発・向上につきましては、基礎的な職務能力のみならず、新

しい知識を習得させるため、積極的に研修を受講するように努めてまいります。
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次に、財政運営の適正化・効率化の推進については、計画的な財政運営はもとよ

り、自主財源を確保するため、町税の収納率の向上を図っていく上で、引き続き税

の公平性を保つため財産調査に基づく適正な滞納処分の推進に取り組んでまいりま

す。

公共施設等の計画的な維持修繕による長寿命化につきましては、財政負担を軽減

・平準化すると共に公共施設等の総合的かつ計画的な管理を推進するため、公共施

設総合管理計画書の作成に取り組んでまいります。

「社会保障・税番号制度」につきましては、マイナンバーカードの申請受付や交

付などに取り組み、引き続き全庁的に進めてまいります。

また、全国の大手コンビニエンスストア等に設置されているキオスク端末（マル

チコピー機）で、マイナンバーカードを使った「住民票の写し」などが取得できる

ように証明書コンビニ交付サービスの導入準備を進め、公共サービスの向上を目指

してまいります。

以上が、平成２８年度における町政運営の基本的な方針と主要施策の概要でござ

います。

引き続き、そのほかの議案につきまして申し上げます。

まず、報第２号、平成２７年度田原本町一般会計補正予算（第５号）の専決処分

の報告につきましては、補正予算額は１，３７９万１，０００円の増額で、予算総

額は１３５億３８３万４，０００円となります。補正の内容といたしまして、総務

費で、町長及び町議会議員補欠選挙費であり、契約等期日の関係から地方自治法第

１７９条第１項の規定により、平成２７年１２月１４日付で専決処分したものでご

ざいます。

次に、報第３号、田原本町税条例の一部を改正する条例等の一部を改正する条例

の専決処分の報告につきましては、去る平成２７年第４回定例会において議決を受

けた田原本町税条例の一部を改正する条例、田原本町国民健康保険税条例の一部を

改正する条例並びに田原本町介護保険条例の一部を改正する条例のうち、「番号法」

の施行に併せて申請書類への記載事項に「個人番号」を追加する部分について、総

務省より平成２７年１２月１８日付で、一部の「減免申請書」については「個人番

号」の記載を不要とする旨の通知があり、当該改正条例の施行日である平成２８年
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１月１日までに改正部分の修正が必要となったため、地方自治法第１７９条第１項

の規定により、平成２７年１２月２８日付で専決処分をしたものでございます。

次に，議第９号、平成２７年度田原本町一般会計補正予算（第６号）につきまし

ては、補正予算額は５億６，５７２万４，０００円の増額で、人事院勧告に準じ、

給料改定並びに人事配置に伴う職員給料等１，１７０万５，０００円と国の補正予

算を活用する地方創生加速化交付金事業に係る田原本駅前活性化事業と田原本町歴

史・文化資源活用事業の２事業総額３，４９２万８，０００円の増額を含んだ補正

でございます。予算総額は１４０億６，９５５万８，０００円となります。

補正の主な内容といたしましては、総務費３億２，５０２万１，０００円の増額

は個人番号利用事務に係る情報セキュリティ強化対策事業及び財政調整基金積立金

などでございます。民生費１億５，７５８万５，０００円の増額は国民健康保険特

別会計並びに介護保険特別会計への繰出金及び臨時福祉給付金事業などでございま

す。農林水産業費２，００１万２，０００円の増額は地籍調査事業でございます。

商工費２，４１５万円の増額は駅前の活性化を図る空き店舗対策支援やモバイルを

活用した観光アプリの導入などでございます。土木費２，９０３万５，０００円の

増額は道の駅歴史ゾーン基本計画策定、駅前周辺でのイベント開催支援、公共下水

道事業特別会計への繰出金などでございます。教育費９９２万１，０００円の増額

は小学生を対象にした唐古・鍵遺跡活用のための副読本作成、活用などでございま

す。

財源については、国・県支出金、地方債、繰入金及び繰越金でございます。なお、

中継施設建設費で、県支出金の減額と地方債を増額し、基金繰入金の減額で調整を

図るものでございます。

繰越明許費は、地方創生加速化交付金事業６件を含む１５件が、国の補正予算に

対応するために必要な工期等が確保できないことや事業進捗に不測の時間を要した

ことなどから、地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越すもので

あります。

地方債補正は、中継施設建設事業ほか１件を追加し、新たに限度額を３億９，０

２０万円追加し、２７億３，０３０万円にするものであります。

次に、議第１０号、平成２７年度田原本町国民健康保険特別会計補正予算（第２
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号）につきましては、補正予算額は３，２４６万円の増額で、予算総額は３９億７，

１４９万７，０００円となります。

補正の内容といたしましては、保険給付費の不足見込額の増額、及び共同事業拠

出金の確定に伴う高額医療費共同事業拠出金の減額と保険財政共同安定化事業拠出

金の増額、並びに療養費等指定公費立替金の増額でございます。

財源につきましては、国・県支出金、共同事業交付金、諸収入及び繰越金でござ

います。

次に、議第１１号、平成２７年度田原本町公共下水道事業特別会計補正予算（第

１号）につきましては、補正予算額は１億９，４４８万６，０００円の減額で、予

算総額は１６億８，０２８万４，０００円となります。

補正の内容といたしましては、消費税額の確定に伴う公課費の増額、流域下水道

維持管理負担金の減額、また、国庫補助金の減額による下水道事業費の減額するも

のであります。

繰越明許費は、公共下水道事業及びほか１件が本年度内に完了できない見込みで

ありますので、地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越すもので

あります。

なお、地方債の補正につきましては、公共下水道事業ほか２件とも事業費の減額

により、それぞれ限度額を変更するものであります。

次に、議第１２号、平成２７年度田原本町介護保険特別会計補正予算（第２号）

につきましては、補正予算額３，２７９万２，０００円の増額で、予算総額は２５

億１，８６６万６，０００円となります。

補正の内容といたしましては、介護認定支援システム改修業務委託料及び利用実

績に基づく介護サービス給付費並びに介護予防、生活支援サービス事業費の増額で

ございます。

財源については、国・県支出金、支払基金、繰入金及び繰越金でございます。

繰越明許費は、介護認定支援システム改修業務委託が本年度内に完了できない見

込みでありますので、地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越す

ものであります。

次に、議第１３号、田原本町総合計画策定条例につきましては、町の総合的かつ
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計画的な行政運営の指針を示し、町民にまちづくりの長期的な展望を示すため、条

例の制定を行います。

次に、議第１４号、田原本町行政不服審査会条例につきましては、行政不服審査

法の全部改正に伴い、不服申立てを諮問する附属機関として、田原本町行政不服審

査会を設置するものであります。

次に、議第１５号、田原本町行政不服審査法の規定による提出資料等の写し等の

交付に係る手数料に関する条例につきましては、行政不服審査法の全部改正により、

審査請求人等に対し審査請求手続内で審理員等に提出された資料等の写し等の交付

請求が認められたことに伴い、そのコピー代等の手数料を定めるため、新たに条例

を制定するものでございます。

次に、議第１６号、田原本町清掃センター設置条例につきましては、ごみを衛生

的に処理し、生活環境を清潔にすることにより、公衆衛生の向上を図るための施設

として、田原本町大字矢部１２３番地の１に田原本町清掃センターを設置するもの

でございます。

次に、議第１７号、行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例に

つきましては、行政不服審査法の全部改正に伴い、田原本町情報公開条例、田原本

町個人情報保護条例、田原本町行政手続条例及び田原本町固定資産評価審査委員会

条例の規定について所要の改正を行うものです。

次に、議第１８号、一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する

条例につきましては、人事院及び奈良県人事委員会の勧告に準じ、本年の官民較差

等に基づく給与水準改定を行うものであります。

内容といたしましては、給料月額を引き上げ改定するものであります。また地方

公務員法の改正に伴い、等級別基準職務表を規定するものであります。

次に、議第１９号、田原本町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部

を改正する条例につきましては、地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改

正する法律の改正に伴い、人事行政の運営等の状況の公表事項について人事評価及

び退職管理を追加する等の改正及び行政不服審査法の施行に伴う所要の改正を行う

ものであります。

次に、議第２０号、田原本町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する
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条例及び田原本町議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例につき

ましては、人事院勧告に準じ給与水準改定を行うものであります。

次に、議第２１号、一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例に

つきましては、人事院及び奈良県人事委員会の勧告に準じ、本年の官民較差等に基

づく給与水準改定を行うものであります。また地方公務員法の改正に伴い、等級別

基準職務表を規定し、行政不服審査法施行に伴う所要の改正をするものであります。

次に、議第２２号、職員の特殊勤務手当に関する条例及び職員の勤務時間、休暇

等に関する条例の一部を改正する条例につきましては、地方公務員法の改正に伴い、

所要の改正を行うものであります。

次に、議第２３号、田原本町子ども医療費助成条例の一部を改正する条例につき

ましては、本町の子どもたちの更なる健康保持・福祉の増進のため、また子育て環

境の充実を図る観点から、通院に係る助成範囲を本年８月診療分より、中学校卒業

まで拡大するため、所要の改正を行うものであります。

次に、議第２４号、田原本町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例につきましては、建築基準法施行令が改正され、特

別非常階段に係る規制が合理化されたことに伴う改正、及び平成２７年内閣府告示

第４７号により、離島その他の地域の基準が示されたこと、並びに平成２７年厚生

労働省令第６３号により、保育所等における保育士の算定について、保健師又は看

護師に加え、準看護師についても保育士とみなすこととすることによる改正であり

ます。

次に、議第２５号、田原本町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例につきましては、平成２７年内閣

府告示第４７号により、離島その他の地域の基準が示されたことによる改正であり

ます。

次に、議第２６号、田原本町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運

営に関する基準を定める条例及び田原本町指定地域密着型介護予防サービスの事業

の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のた

めの効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例につきま

しては、介護保険法の改正に基づき条例規定中の引用条文の整備を行うものであり
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ます。

次に、議第２７号、田原本町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例

につきましては、行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）が施行されることに

伴う所要の改正及び非常勤消防団員等の損害補償の基準を定める政令の一部改正に

伴う傷病補償年金及び休業補償の額に乗じる調整率の改正であります。

以上、今期定例会に提出いたしました議案についてご説明を申し上げました。何

とぞ慎重にご審議の上、ご賛同賜りますようお願い申し上げます。

予算審査特別委員会の設置について

○議長（辻 一夫君） お諮りいたします。本定例会に一括上程されております議案

のうち、議第１号、平成２８年度田原本町一般会計予算より、議第８号、平成２８

年度田原本町水道事業会計予算までの８議案については、去る２月２９日に開催さ

れました議会運営委員会において協議いたしました結果、総合的な見地から慎重な

審議を要するものと考えられますので、本件については７名の委員をもって構成す

る予算審査特別委員会を設置し、これに付託の上、審査することにいたしたいと思

いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（辻 一夫君） ご異議なしと認めます。よって、本案については７名の委員

をもって構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託の上、審査することに

決しました。

委員選任のため、暫時休憩いたします。

午前１１時３８分 休憩

午前１１時５０分 再開

○議長（辻 一夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

町長。

（町長 森 章浩君 登壇）

○町長（森 章浩君） 先ほどの提案理由の説明の中で誤りがございましたので、訂

正をさせていただきたいと思います。
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がん検診の受診を促進するための無料クーポン事業の中で、「大腸がん検診」と

申し上げましたが、今年度で終了しますので新年度予算には計上しておりません。

なお、子宮頸がん、乳がん検診の無料クーポン事業につきましては、引き続き実施

してまいりたいと思います。

ここで訂正を入れさせていただきたいと思います。申し訳ございませんでした。

○議長（辻 一夫君） それでは、ただいま説明がありましたように、よろしくご理

解のほどお願い申し上げます。

予算審査特別委員会の委員選任について

○議長（辻 一夫君） お諮りいたします。ただいま設置されました予算審査特別委

員会の委員選任については、議長より指名することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（辻 一夫君） ご異議なしと認めます。よって、議長より指名いたします。

氏名については、事務局長に発表させます。

○議会事務局長（藤原庸雅君） それでは発表いたします。

予算審査特別委員会、構成人員は７名でございます。委員を朗読いたします。な

お、順不同、敬称は省略させていただきます。

小走善秀、植田昌孝、吉田容工、竹邑利文、古立憲昭、森井基容、阪東吉三郎。

以上でございます。

○議長（辻 一夫君） ただいま指名いたしました委員より正副委員長の選出をお願

いいたしたいと思いますので、暫時休憩いたします。

午前１１時５２分 休憩

午前１１時５４分 再開

○議長（辻 一夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

休憩中に予算審査特別委員会の正副委員長の選出につき協議いたしました結果を

事務局長に発表させます。

○議会事務局長（藤原庸雅君） 発表いたします。

予算審査特別委員会委員長、小走善秀委員、副委員長、森井基容委員。
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以上でございます。

○議長（辻 一夫君） ただいま事務局長から発表がありましたとおり互選されまし

たので、よろしくお願い申し上げます。

上程議案の委員会付託について

○議長（辻 一夫君） それでは一括上程されております本議案につきましては、各

所管の委員会、及び予算審査特別委員会に各々付託をいたしまして休会中に審査を

願うことにいたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（辻 一夫君） ご異議なしと認めます。よって、所管の各委員会及び予算審

査特別委員会に各々付託をいたしまして、休会中に審査を願うことにいたします。

なお、委員会別の付託議案につきましては、事務局長に朗読させます。

○議会事務局長（藤原庸雅君） それでは委員会別付託議案を朗読いたします。

報第２号、平成２７年度田原本町一般会計補正予算（第５号）の専決処分の報告

及び報第３号、田原本町税条例の一部を改正する条例等の一部を改正する条例の専

決処分の報告の２議案につきましては、総務文教委員会。

議第１号、平成２８年度田原本町一般会計予算から議第８号、平成２８年度田原

本町水道事業会計予算までの８議案につきましては、予算審査特別委員会。

議第９号、平成２７年度田原本町一般会計補正予算（第６号）につきましては、

総務文教委員会及び厚生建設委員会並びに清掃工場建設検討特別委員会。

議第１０号、平成２７年度田原本町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）か

ら議第１２号、平成２７年度田原本町介護保険特別会計補正予算（第２号）までの

３議案につきましては、厚生建設委員会。

議第１３号、田原本町総合計画策定条例から議第１５号、田原本町行政不服審査

法の規定による提出資料等の写し等の交付に係る手数料に関する条例までの３議案

につきましては、総務文教委員会。

議第１６号、田原本町清掃センター設置条例につきましては、清掃工場建設検討

特別委員会。

議第１７号、行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例から議第
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２２号、職員の特殊勤務手当に関する条例及び職員の勤務時間、休暇等に関する条

例の一部を改正する条例までの６議案につきましては、総務文教委員会。

議第２３号、田原本町子ども医療費助成条例の一部を改正する条例から議第２６

号、田原本町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を

定める条例及び田原本町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び

運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援

の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例までの４議案につきまして

は、厚生建設委員会。

議第２７号、田原本町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例につき

ましては、総務文教委員会。

以上でございます。

○議長（辻 一夫君） 以上で本日の日程はすべて終了いたしました。

本日の会議はこれにて散会をいたします。長時間ありがとうございました。

午前１１時５８分 散会


